








 

近年,小児期の高コレステロール血症は動脈硬化を促進させ,成人の虚血性心疾患を引き起

す危険因子の一つとして注目されている。家族性高コレステロール血症は心筋梗塞を引き

起すことが確認された最初の遺伝病である。この疾患のヘテロ接合体においては,30 代後

半より 40 代前半までに典型的な心筋梗塞を発症する。われわれは家族性高コレステロール

血症の頻度の調査とその治療について検討した。 


